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－おもな内容－CONTENTS

週６日に及ぶ練習と学業を両
立させ、武術太極拳のジュニ
ア世代で世界の頂点に立った
池内佳奈さん。日本スポーツ
賞では優秀選手表彰もされた
高校生の素顔と、今後の目標
を聞きました。
(9ページ･裏表紙に関連記事)

文も、武も。

◆３月定例会のおもな内容
平成29年度当初予算を審議しました ･･･Ｐ２～7

◆トピックス
６月３日にオープンセミナーを開催します ･･･Ｐ8～9

◆質疑及び一般質問
･･･Ｐ10～13ここが気になる！ 20人が質問
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議
　
審
議

案

みなさまからの税金
（市税）
513億9,997万円

国からもらう資金
（国庫支出金）
166億6,907万1千円

県からもらう資金
（県支出金）
59億5,579万9千円

市の借金（市債）
56億8,030万円

消費税のうち所沢市分
（地方消費税交付金）
50億6,900万円

基金からの繰り入れ（繰入金）
34億452万円

使用料・手数料
14億8,079万1千円

分担金・負担金
14億3,418万8千円
分担金・負担金
14億3,418万8千円
その他
58億4,636万1千円
その他
58億4,636万1千円

子ども、福祉など
（民生費）
476億6,078万2千円

保健、環境など
（衛生費）
102億5,874万9千円

保健、環境など
（衛生費）
102億5,874万9千円

学校・社会教育など
（教育費）
92億4,530万5千円

税務、財産管理など
（総務費）
91億7,678万5千円

道路整備、
都市計画など
（土木費）
83億9,867万3千円

市の借金返済
（公債費）
67億7,808万3千円

消防組合負担金など
（消防費）
40億1,046万9千円

その他
7億9,981万8千円

議会運営など
（議会費）
6億1,133万6千円

議会運営など
（議会費）
6億1,133万6千円

【一般会計歳入】

【一般会計歳出】

　３月定例会では、予算特別委員会を設置し、
平成 29年度予算案の審議を行いました。ま
た平成 29 年度予算関係の議案を含む 37 件
の議案を可決、平成 28年度一般会計補正予
算を修正可決、請願１件を採択しました。
　その中で、主だった議案を次ページ以降で
ご紹介します。
　あなたの生活に関わるものはありますか？

一般会計

969 億4,000万円

特別会計

所沢市交通災害共済 3,750万円

所沢市所沢都市計画事業
狭山ケ丘土地区画整理 2億9,300万円

所沢市所沢都市計画事業
所沢駅西口土地区画整理 10億5,000万円

所沢市国民健康保険 415億6,000万円

所沢市介護保険 220億400万円

所沢市後期高齢者医療 42億1,400万円

事業会計

所沢市水道 106億1,190万3千円

所沢市下水道 100億8,859万4千円

所沢市病院 22億1,593万円
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新年度の税金の使い道がきまりました
― 平成29年度予算案を可決 ―

【会計別当初予算】
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3 ? 歳出予算について、経費の性質や予算成立後何らかの理由で、その年度内に支出を終わらない見込があるものについて、議会
の議決を得て翌年度に限り繰り越すことをいいます。

当初予算の主な事業の概要

市の総合計画を策定します

産後も安心して子育てできるまちへ

予算特別委員会で審査しました

西所沢駅の利便性向上のために

議案第９号　平成 29年度所沢市一般会計予算
第６次所沢市総合計画策定事業　688万 8千円

　第６次所沢市総合計画として、平成31年度以降の基本構
想及び基本計画を策定するものです。市民検討会議におけ
る進行や資料作成等の運営を委託し、平成30年度に議会に
提案し、計画書を作成する予定です。

　　策定・改定にあたっての意気込みは。また計画期間に
ついて、市議選や市長選の公約をどう反映するか。

　　コンサルタントを入れずに市職員がつくるべきとし、
市民とのワークショップを行いたい。また計画期間を前期
基本計画６年間、後期基本計画４年間の10年間とし、市長
の任期に合わせる案が出ている。

Q

A

（お問合せ先：経営企画課　☎ 2998-9027）

議案第９号　平成29年度所沢市一般会計予算
産後ケア事業　210万 1千円

　家族等から十分な援助が受けられない退院直後の母子に
対し、病院等に宿泊して心身のケアや育児サポート等のき
め細かい支援を行うものです。(７日以内の利用で公費負担
は1万5千円/日、平成29年10月開始)

　　対象者や日数の積算根拠は。またベッド数は確保でき
るのか。
Q

　　市内病院での実績から、半年で18人と積算した。日数
は、国の実施要綱等で原則７日とあったことによる。ベッ
ド数については、市内の病院等で対応できない場合は、改
めて検討したい。

A

（お問合せ先：健康づくり支援課　☎ 2991-1813）

議案第９号　平成29年度所沢市一般会計予算
西所沢駅西口開設推進事業　80万 8千円

　平成27年に策定した計画に基づき進められている西所沢
駅西口開設について、引き続き改札口及び道路拡幅の用地
取得に努めるとともに、鉄道事業者と協議の上、駅舎の基
本設計を行うものです。
※用地取得等の実施に当たっては、事業予算を平成28年度
予算から繰越明許 ?することとしています。

　　開設についての進捗状況や費用負担は。Q
　　最低でも３年以上はかかる。費用負担については、西
武鉄道との協議中であり、建設費の負担割合などについて
協議が整っていない。

A

（お問合せ先：交通安全課　☎ 2998-9140）

３月	13・14・16日　一般会計の質疑
	 17 日	 事業会計、特別会計の質疑・意見・採決
	 	 一般会計の意見・採決

【審査日程】

<委員長>	島田　一隆　<副委員長>	入沢　豊
矢作いづみ	 荒川　広	 松崎　智也	 赤川　洋二
青木　利幸	 石原　昂	 浅野美恵子	 吉村　健一
西沢　一郎	 中村　太

【委員構成】

　平成 29年度所沢市一般会計予算の「校舎内装木質化
事業」の予算執行にあたり、この事業の市民への理解、
他事業との優先順位、実施時期などを鑑
み、付帯決議を付しました。
※付帯決議は、右のQR	コードか、所沢
市議会HP「委員会の活動」から会議録を
ご参照ください。(4/17	予算特別委員会
会議録のp70をご覧ください )

【付帯決議を付しました】

3/17
予算特別委員会
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教育環境の向上・地球温暖化防止のために

直営から指定管理に移行します

市の特産品をアピールします！

安全・安心な学校給食の提供のために

議案第９号　平成29年度所沢市一般会計予算
校舎内装木質化事業　6,788 万 3千円

議案第27号　所沢市立児童クラブ条例の一部を改正する
条例制定について

　国や県の動きを受け、「所沢市公共建築物における木材
の利用の促進に関する方針」を定めたことや木材の効果等
を踏まえ、中央中学校の普通教室及び廊下等の内装につい
て木質化を行うものです。（平成29年度・30年度に分けて
実施）

　所沢市立中富小児童クラブの運営について、平成30年
４月１日から指定管理者制度を導入することに伴い、条例
改正を行うものです。

　　木質化事業だけ唐突に１校だけやるという、このやり
方が理解できないのだが、どう考えているのか。
Q

　　子どもの育ちとの関係で、子どもに環境が押しつけら
れるような形で進められることについて、どのように考え
ているか。

Q

　　まずやってみて、アンケートをとったり声を聞き、将
来、木質化を進めていく方向性を全体の中で考えていきた
い。

A

　　引き継ぎを十分に行っていきたいと思っている。事業
者にもよるが、指定管理者側で可能であれば、現状の支援
員の引継雇用のような形で人的な継続もできたらと考えて
いる。

A

（お問合せ先：教育施設課　☎ 2998-9235）

（お問合せ先：青少年課　☎ 2998-9103）

議案第９号　平成 29年度所沢市一般会計予算
旧コンポストセンター跡地利活用事業　３,200万円

議案第９号　平成29年度所沢市一般会計予算
学校給食センター再整備事業　648万円

　COOL	JAPAN	FOREST構想 ?における周辺整備の一
環として、駐車場等や、市の特産品PR・販売拠点（道の駅
的要素）の整備を進めるものです。平成32年度の竣工に向
け、29年度には基本計画策定業務を行います。（場所：大
字松郷143番３、面積：8,279.54㎡）

　学校給食のおよそ６割を提供している学校給食センター
２カ所の老朽化が進んでいるため、再整備を実施するもの
です。平成29年度は情報収集、調査、分析などの業務を業
者に委託し、資金調達や民間活力導入など、さまざまな手
法について研究・検討を行います。

　　道の駅的要素とは何か。Q

　　学校給食整備や自校給食に対する考え方は。Q

　　情報発信、地域連携を基本コンセプトとして、観光を
PRする施設を整備し、観光物産の販売コーナーなどを設
け、株式会社KADOKAWAと共存共栄を図れる施設内容を
検討している。

A

　　平成４年に、可能な限り自校給食を進めることが望ま
しいとの報告がプロジェクトチームからあり進めてきた
が、センターの老朽化が喫緊の課題のため優先的に進めて
いる。

A

（お問合せ先：商業観光課　☎ 2998-9155）

（お問合せ先：保健給食課　☎ 2998-9249）

その他の市長提出議案

? 所沢市と株式会社KADOKAWAが共同で取り組んでいる、文化と自然が共生した地域づくりを進める構想で、東所沢地域に建設を
予定している「（仮称）ところざわサクラタウン」を中心に「みどり・文化・産業が調和したまち」を目指しています。
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より良い保育園制度に向けて

子どもの笑顔あふれる未来のために 条例改正、意見書を提出

民間を活用した公共施設整備を行います

請願第１号　「保育園制度の改善と充実」を求める
請願について

議案第 1号　子どもの貧困対策の推進と強化を求める
意見書について

【以下の要旨等を盛り込んだ請願を審査しました】
要旨１：育休復帰時の利用調整指数は、公平性を考慮し、
見直しを行う。要旨２：地域型保育(対象０～２歳)卒園後
の受け皿を拡充する。要旨３：「育児休業中における在園
時の保育の継続事由」は、昨今、多様化する家庭環境へ配
慮するため、要件を拡大する。要旨４：潜在的待機児童(隠
れ待機児童)解消に向けた対策を速やかに実行する。要旨
５：子育て支援に関する会議体設置を速やかに実現する。

　健康福祉常任委員会では、「子どもの貧困」について昨
年から審査を行い、「子どもの貧困対策に関する提言」を
行いました (15 ページ参照 )。国では法律や大綱を策定し
ているものの、当市を含む大半の地方自治体で体系的な調
査・分析がされていないことから、子どもたちが自らの意
思に基づき自分自身の可能性を広げることができる、笑顔
あふれる未来の実現のため、国に対し、以下８項目につい
て早急に取り組むことを強く求めるものです。

議案第２号　所沢市議会委員会条例の一部を改正する
条例制定について

	　「上下水道部」から「上下水道局」へと組織名称が変更となる
ことから、所要の改正を行うものです。

議案第３号　自主避難者に対する住宅支援の充実を求める
意見書について

　東日本大震災から6年が経過し、未だに福島県内4万5千
人、県外4万人もの方々が避難生活を送り、当市にも福島県か
ら118名の方が避難しています。福島県は住宅の無償支援を
打ち切り、新しい支援策に移行するとしていますが、多くの避
難者が不十分さを訴え支援の充実を求めています。よって国
においては、自主避難者に対する住宅支援打ち切り方針につ
いて、個々の避難者に対する柔軟な運用を求めるものです。

議案第４号　無料公衆無線 LAN(Wi-Fi) 環境の整備促進を
求める意見書について

　2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、
Wi-Fi環境の整備は喫緊の課題となっています。Wi-Fi環境の
整備促進は、インバウンドのさらなる増加だけでなく、防災拠
点となる公共施設等の災害時における通信手段の確保にも
大きく貢献することから、3つの項目を要望するものです。

１	貧困の実態を詳細に把握するとともに、貧困率の具体的
削減目標を設定すること。２	授業料の無償化と給付型奨学
金を更に拡充すること。３	子どもの医療費助成制度を国の
制度とすること。４	生活保護世帯で大学や専門学校への世
帯内就学を可能にすること。５	児童扶養手当の支給を隔月
にすること。６	所得税法および地方税法を改正し、未婚の
ひとり親世帯にも寡婦控除を適用すること。７	「地域未来
塾」の更なる普及を図ること。８	スクールソーシャルワー
カーを適切に配置するための予算措置を講じること。

　　子ども・子育て支援新制度がスタートし、３年目にな
るが、制度の検証や見直し作業をしてきたのか。
Q

　　今までは、子どもが退園することや戻すこと、育休中
の子どもがどうなるかという視点で進んできた部分がある
が、現場の状況も確認していくという点で、すぐにでも検
証していきたいと思う。

A

議案第19号　所沢市民間資金等活用事業選定委員会
条例の制定について

	「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関
する法律(PFI法)」により実施する事業等の選定を公平・適
正に行うため調査等を行う附属機関である同委員会の運営
等に関し、条例で定めるものです。

　　財政負担が軽くなると言うが、破綻している例もあ
り、軽くなるとは限らないのではないか。十分に調査、分
析したうえでの提案なのか。

Q

　　そういった部分も含めて、バリュー・フォー・マネー
? を調査し、公営よりも効果があるという判断があれば、
ＰＦＩの制度を活用することになると思う。

A

（お問合せ先：経営企画課　☎ 2998-9027）

その他の市長提出議案請願

委員会提出議案 議員提出議案

? 支出額に対して、最も価値の高い行政サービスを提供するという考え方。民間の資金やノウハウを行政運営に取り入れ、コスト削減
を目指すPFI の重要な概念で、税金が効率的、かつ効果的に使用されているかの尺度となるものです。
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※掲載されていない議案は全会一致可決しました。全審議結果（39 件）は市議会ホームページ「議会の審議情報」をご覧ください。

討論　―議案に賛成・反対します―

議案第９号　平成 29 年度所沢市一般会計予算

　　　　一般会計予算の総額は 969 億 4,000 万円、昨年度に比べ 2% の減となった。これはこどもと福祉の未来館築
造事業や西部クリーンセンターの基幹的設備改良工事が平成 28 年度で完了したことや、北中運動場など大き

な用地買収を 28 年度に行ったことによる。市税収入は微増で推移しているが、社会保障費や公共施設老朽化に伴う
改修・修繕に要する費用も年々増加し、引き続き厳しい状況にある。
　こうした中、未来（あす）への架け橋予算と名付け、10 年後、20 年後を見据え、力強く前へ動き出した所沢の歩
みがとまらぬよう、また行政経営の視点に立った改革の継続と総合計画の実現に向けた計画行政のさらなる推進と併
せて、引き続き、限られた財源を最大限有効活用し、新たな事業にも挑戦する予算編成となっており高く評価する。
　新たな市民の幸せの達成のため、善きふるさと所沢の実現に向け、これまで取り組んできた施策や事業がそれぞれ
に葉を広げ、茎を太くし高く伸び、花を咲かせて実のなることを期待する。

　　　　子育て世代の定着化は当市の喫緊課題であるが、30 代、40 代の子育て世代では、転入者数より転出者数が
上回っている。こうした事態の打開は、まちの発展にとって不可欠の課題である。それには保育園や放課後児

童の待機児対策に真剣に乗り出すこと、教育環境の改善のために小・中学校全校の普通教室へのエアコン設置などに
早急に取り組むこと等が、子育て世代に安心を与え、子どもたちへの健やかな成長を保障することになる。
　また、土地利用転換の開発計画推進は、市財政に莫大な負担を強いることとなり、市民の福祉や暮らしを圧迫しか
ねない。開発型に大きくかじを切ろうとしている今こそ、この方向性を正す必要がある。
　また、東西クリーンセンターの長期包括運営業務について、東部 300 億円、西部 147 億円の税金が投入されるが、
ノウハウを持たない自治体では丸投げ状態となり、企業の言い値で税金を投入するシステムが出来上がる。
　開発優先や放漫な税金投入ではなく、福祉、教育や市民生活充実のための施策を進めることを求める。

議案第 27 号　所沢市立児童クラブ条例の一部を改正する条例制定について

　　　　放課後児童クラブ全 44 クラブ中 43 クラブが指定管理者制度などにより順調に運営されている。さらに、引
き継ぎ期間を長くするなど、児童に与える影響に配慮していることから、賛成する。

　　　　中富小児童クラブは、移転からわずか３年で運営主体が変わることになる。十分に丁寧に引き継ぎを行うとのこと
であるが、子どもの育ちをどう捉えているのか。子どもは市の宝、健全に成長を望むというのならば、現在指定管理

を行っている事業者の十分な検証が行われていない中での環境の変化を子どもに押しつけるべきではない。

議案番号 議　案　件　名 付託委員会

自由民主党・無所属の会 公明党 至誠自民クラブ 日本共産党
民進ネット 

リベラルの会
未来

自
民
ク
ラ
ブ

結　　果粕
谷
不
二
夫

青
木
　
利
幸

石
原
　
　
昂

入
沢
　
　
豊

近
藤
　
哲
男

中
　
　
毅
志

大
館
　
隆
行

松
本
　
明
信

越
阪
部
征
衛

福
原
　
浩
昭

植
竹
　
成
年

亀
山
　
恭
子

吉
村
　
健
一

西
沢
　
一
郎

村
上
　
　
浩

荻
野
　
泰
男

杉
田
　
忠
彦

浅
野
美
恵
子

桑
畠
　
健
也

中
村
　
　
太

秋
田
　
　
孝

矢
作
い
づ
み

荒
川
　
　
広

城
下
　
師
子

小
林
　
澄
子

平
井
　
明
美

島
田
　
一
隆

末
吉
美
帆
子

石
本
　
亮
三

赤
川
　
洋
二

松
崎
　
智
也

谷
口
　
雅
典

大
石
　
健
一

議　案
第１号

（修正案）
平成 28 年度所沢市一般会計補正予算（第 5 号）

ー ×××××

（
議
長
）

×××××××××○○○○○○○○○○○○○○○○○○
修正可決

（修正部分を 
除く原案）

総・健・市・建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 9 号 平成 29 年度所沢市一般会計予算 予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 13 号 平成 29 年度所沢市国民健康保険特別会計予算 予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 15 号
平成 29 年度所沢市後期高齢者医療 
特別会計予算

予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 19 号
所沢市民間資金等活用事業選定委員会条例 
制定について

総務経済 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 25 号
所沢市一般職員の給与等に関する条例の一部を
改正する条例制定について

総務経済 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 27 号
所沢市立児童クラブ条例の一部を改正する条例
制定について

健康福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願第 1 号 「保育園制度の改善と充実」を求める請願 健康福祉 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択
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平成28年度一般会計補正予算を修正可決しました
　議案第１号　平成28年度所沢市一般会計補正予算（第５号）については、総務経済常任委員会で否決すべきもの
とした後、本会議で３人の議員から修正案が提出され、審議の結果、修正可決（賛成多数）しました。
　その後、市長が地方自治法第177条第1項 ? に基づく再議（長が審議のやり直しを議会に求めること）に付しまし
たが、審議の結果、先の議決（修正可決）が確定しました（賛成多数）。

2/28 総務経済常任委員会で審査し、否決すべきものとしました

議案第１号　平成 28年度所沢市一般会計補正予算（第 5号）
埼玉県ふるさと雇用再生基金市町村事業費補助金返還金　247万 5千円

　会計検査院の会計実地検査等で、埼玉県ふるさと雇用再生基金を活用した事業に補助対象でない経費があったことが判明し
たため、補助金の一部を県を通じ国に返還するものです。※対象：観光魅力PR事業（平成22、23年度）

Ｑ 県や委託先である埼玉ブロンコスに求償せず、市で負担するのはなぜか。

A  市が委託した事業である以上、基本的には市が支払うものであると思う。今回、その財源としての県からの補助金が一部対

象にならなくなってしまったという意味では、市が第一義的に負担していくと考えた。

Ｑ 今回は明らかに職員のミスであるが文書注意という軽い処分である。何を参考としたのか。

A  いくつかの団体に確認したが、会計検査による補助金などの返還が生じた場合に、戒告の事例はみつからなかったこともあ

り、文書注意とした。職員課で起案し、最終的には任命権者である市長が判断している。

3/2 本会議で修正案が提出され、可決しました

議案第１号　平成 28年度所沢市一般会計補正予算（第 5号）に対する修正案

　平成28年度所沢市一般会計補正予算（第5号）中、埼玉県ふるさと雇用再生基金市町村事業費補助金返還金として計上され
ている247万5千円を削除し、また歳入のうち、財政調整基金繰入金を同額分減額するものです。

　市のミスによる補助の誤給付が明らかになったもので、本来であれば、補助先に過支給の返還をお願いする必要があり、本
議案に賛成した場合、会計検査院が指摘した無駄を市税で補填することになる。また職員への処分体制について、対象者が処
分の検討プロセスに参加するなどの不備も明らかになった。本議案については、請求が出来ないという論拠を明らかにし、補
助金の返還確定後、歳入確定を待ち議案の再提出を求めるものである。

< 修正案の提案理由（要旨）>

3/8 市長が再議に付しましたが、3/9 先の議決 ( 修正可決 ) が確定しました

　弁護士の見解は、埼玉ブロンコスは委託契約のとおり業務を遂行し、支払いを受けており、本市が委託料の返還を請求する
法的根拠はないというものであった。修正可決した本議案については本市の義務に属する経費が削除されているため、地方自
治法第１７７条第１項の規定により再議に付さねばならない。返還すべき金額は確定し、延滞すれば利息がつくことがわかっ
ている中、予算をつけないことはできないため、再考していただきたい。

< 再議の提案理由（要旨）>

? 議会が、法令により負担する経費、法律に基づき当該行政庁の職権により命ずる経費その他自治体の義務的経費等を削除又は減額
する議決をしたときは、その経費及びこれに伴う収入について、長は理由を示して再議に付さねばならないとされています。

●審議の経過

2/21
　
議
案
提
出

市
長
か
ら

2/28
委
員
会
で
審
査

３/2
　
修
正
可
決

本
会
議
で

修
正
案
提
出

本
会
議
で

3/8

再
議
の
申
出

市
長
か
ら

3/9

確
定

修
正
可
決
が

賛
成
多
数
で
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　「住み慣れた街 ところざわで最期を迎えるために～地域包括ケアを支える医療システム～」をテーマに、
所沢市議会オープンセミナー2017を開催します。
第１部：基調講演（早稲田大学人間科学学術院教授 小野充一氏）　
第２部：パネルディスカッション（早稲田大学教授、防衛医科大学校教授、所沢市健康推進部長などを予定）
　6月3日（土）14：00～16：30（予定）　ワルツホール所沢（西武所沢店 8階）
　定員100 名（当日先着順）
　※参加費無料。手話通訳があります（予約不要）。　※ご来場にあたっては公共交通機関をご利用ください。

　議会をより身近なものに感じていただけるよう、議会情報を議員が直接、市民のみなさんに報告・説明す
るとともに、議会や市政に関するご意見を市政に反映させるため、議会報告会を開催します。
　今回の議会報告会では平成 29 年度当初予算の審議を行った3月定例会の内容について、ご説明します。
１. 定例会内容報告・質疑応答　　２. 質疑応答・意見交換（テーマ不問）
　5/17（水）19:00 ～　市役所全員協議会室
　5/27（土）13:30 ～　所沢市こどもと福祉の未来館
　※入場無料。手話通訳があります。
　※ご来場にあたっては公共の交通機関をご利用ください。

　議会報告会でいただいたご意見・ご要望については、内容に応じて所管委員会で検討を行っています。
ここではその一例として、平成 28 年５月の議会報告会でのご意見と回答、その後の対応をご紹介します。
Q：政策研究審議会について、市民も内容を把握できるように、傍聴できるようにしてほしい。
A：所沢市議会政策研究審議会条例には傍聴についての記載がないが、協議して改めてお答えしたい。
　⇒議会運営委員会で協議を行った結果、政策研究審議会は原則公開となり、常任委員会にならい傍聴が可
　　となりました。
　※これまでの記録は、右上の QRコードか、市議会 HP「議会報告会」から「議会報告会における意見要
　　望等及び回答」をご参照ください。

オープンセミナーを開催します

議会報告会を開催します

皆さまからのご意見・ご要望を受けて

Topics!

Topics!
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　平成28年度は、全国から1県議会、27市議会が視察に来られました。
おもな視察内容は、議会改革全般、議会基本条例、議会評価、議会報
告会、政策討論会、広聴広報、議会だより、みみ丸カフェ、ＳＮＳなど。
　視察の応対は、毎回、議員が数名で行っており、議員同士、忌憚の
ない活発な意見交換を行っています。

　１月 21 日（土）に所沢市こどもと福祉の未来館において、健康福祉
常任委員会の主催による政策討論会『子どもの笑顔輝く未来へ  ー 子
どもの貧困対策について ー』を開催しました。

第１部：東京都足立区 子どもの貧困対策担当部長 秋生 修一郎氏による
 基調講演を行いました。
第２部：委員会の活動を通じて見えてきた所沢市の現状について、
 委員が発表を行いました。
第３部：健康福祉常任委員８人による討論会を行いました。

　今回の市議会だよりの表紙・裏表紙を飾ってくれた池内佳奈さんが、
第66回日本スポーツ賞で優秀選手に選ばれました！市議会だよりのイ
ンタビューの中でも「表彰式で、他の競技の選手の方々とお会いするの
がすごく楽しみです。」と笑顔で語ってくれました。2020年の東京オリ
ンピック・パラリンピックでの武術太極拳の競技種目化は叶いませんで
したが、今後の更なる飛躍に期待がかかります。

行政視察受入状況報告

政策討論会を開催しました

日本スポーツ賞で表彰されました

Topics!

Topics!
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Ｑ　
リ
サ
イ
ク
ル
ふ
れ
あ

い
館
?
で
行
っ
て
い
る
不

要
家
具
の
再
生
事
業
で
、

再
利
用
す
る
家
具
が
大
型

家
具
の
場
合
、
市
民
に
ト

ラ
ッ
ク
等
の
レ
ン
タ
ル
は

で
き
な
い
か
。

A　
ト
ラ
ッ
ク
等
貸
し

出
し
に
対
し
て
は
、
万
が

一
の
場
合
の
事
故
対
応
や

保
険
の
適
用
範
囲
を
は
じ

め
、
多
く
の
検
討
課
題
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
に
当
た
っ
て

は
、
提
案
の
内
容
は
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
周
辺
自
治
体
の
状
況

や
先
進
事
例
な
ど
も
調
査

し
、
参
考
に
し
て
い
き
た

い
。

公明党
植竹　成年  

大
型
家
具
の
運
び
出
し
に

ト
ラ
ッ
ク
の
貸
し
出
し
を

質
疑
及
び
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

３
月
定
例
会
で
は
20
人
の
議
員
が
、
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
議
案
に
対
す
る
質
疑
や
、
市
政
全
般
に

対
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
あ
な
た
の
生
活
に

か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

※�

各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
か
ら
、
１
項
目
を
抜
粋
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

? 周辺の自然環境と調和し、自然エネルギーを利用するなど環境に配慮し、循環型社会の形成に向けたごみ減量・リサイクルを中心とす
る環境教育のための学習施設です。東部クリーンセンターに隣接し、リサイクル品の提供や、不用品の情報交換なども行っています。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

質
　
及
び

疑一
般
質
問

Ｑ　
来
年
度
よ
り
返
礼
品

事
業
を
終
了
す
る
こ
と
が

市
長
の
施
政
方
針
演
説
・

提
案
理
由
の
説
明
で
発
表

さ
れ
た
。
今
後
継
続
し
て

い
た
ら
、
寄
附
額
が
増
え

る
可
能
性
は
あ
っ
た
の
か
。

A　
仮
定
の
話
な
の
で

お
答
え
す
る
の
は
難
し
い

面
が
あ
る
が
、
本
市
に
は

魅
力
的
な
産
品
が
あ
る
た

め
、
寄
附
額
が
増
大
す
る

可
能
性
は
あ
っ
た
と
捉
え

て
い
る
が
、
全
国
的
に
返

礼
品
に
よ
る
寄
附
金
獲
得

競
争
が
過
熱
し
、
さ
ら
な

る
返
礼
品
の
充
実
が
必
要

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。
こ
れ
は
ふ
る
さ

と
納
税
の
趣
旨
か
ら
離
れ

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ

の
競
争
か
ら
降
り
る
こ
と

を
決
断
し
た
も
の
で
あ

る
。

自民クラブ
大石　健一

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
事
業
を

終
了
し
た
こ
と
に
つ
い
て

Ｑ　
み
ど
り
豊
か
な
自

然
が
残
る
狭
山
丘
陵
を
活

用
し
た
観
光
振
興
を
進
め

る
上
で
、
狭
山
湖
周
辺
な

ど
ス
ポ
ッ
ト
的
に
進
め
る

の
か
、
狭
山
丘
陵
一
帯
で

進
め
る
の
か
伺
い
た
い
。

A　
狭
山
丘
陵
周
辺
の

八
国
山
や
ア
ル
ペ
ン
ロ
ー

ド
、
さ
い
た
ま
緑
の
森
博

物
館
な
ど
、
一
帯
を
重
要

な
観
光
エ
リ
ア
と
考
え
て

お
り
、
磨
け
ば
光
る
観
光

資
源
を
発
掘
し
Ｐ
Ｒ
が
で

き
れ
ば
地
域
活
性
化
に
も

な
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
エ
リ
ア
活
用
の
可
能

性
や
方
向
性
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
。

自由民主党 ･
無所属の会
粕谷不二夫

Ｑ　
市
内
の
中
学
校
で

は
、
卒
業
生
な
ど
か
ら
制

服
の
寄
附
を
受
け
て
ス
ト

ッ
ク
し
、
必
要
な
生
徒
に

譲
り
渡
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
制
服
や
教
材
の

リ
ユ
ー
ス
が
当
た
り
前
に

な
る
よ
う
な
環
境
を
支
援

で
き
な
い
か
。

A　
卒
業
生
か
ら
制
服

等
を
譲
り
受
け
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

バ
ザ
ー
等
を
利
用
し
て
廉

価
で
販
売
し
て
い
る
学
校

も
多
く
あ
り
、
保
護
者
に

も
好
評
で
あ
る
。
今
後
も
、

支
援
す
る
手
だ
て
と
し

て
、
バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ
を

小
学
校
に
配
布
し
た
り
、

リ
ユ
ー
ス
す
る
学
用
品
の

種
類
を
増
や
す
な
ど
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
の
協
力
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

民進ネット
リベラルの会
末吉美帆子

文
房
具
・
制
服
の
リ
ユ
ー
スに

つ
い
て

所
沢
市
の
狭
山
丘
陵
に

対
す
る
思
い
は
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Ｑ　
西
武
線
の
人
気
が

あ
ま
り
な
い
と
い
う
話
を

聞
い
た
。
西
武
線
沿
線
力

ア
ッ
プ
を
近
隣
市
と
連
携

し
検
討
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A　
西
武
鉄
道
株
式
会

社
は
、
Ｓ
－
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ

?
の
新
型
車
両
導
入
に
よ

り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

を
進
め
て
い
る
。
ダ
イ
ヤ

プ
ラ
ン
構
成
市
を
は
じ

め
、
近
隣
自
治
体
や
西
武

鉄
道
株
式
会
社
と
も
情
報

共
有
や
連
携
を
深
め
る
こ

と
で
、
住
み
た
い
ま
ち
、

訪
れ
た
い
ま
ち
と
し
て
の

都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
。

民進ネット
リベラルの会
石本　亮三 

所
沢
ブ
ラ
ン
ド
・
沿
線
力
ア
ッ
プ

の
取
り
組
み

Ｑ　
空
き
家
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
、
６
月
１
日

に
相
談
窓
口
の
開
設
を
予

定
し
て
い
る
、
所
沢
市
空

き
家
利
活
用
等
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
相
談
事
業
の
目
的
、

内
容
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。A　

増
加
す
る
空
き
家

の
抑
制
及
び
解
消
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
ま
た
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
空
き
家
の
利

活
用
に
関
連
し
て
発
生
す

る
売
却
、
賃
貸
、
解
体
、

相
続
ま
た
は
維
持
管
理
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
続

を
、
そ
の
都
度
事
業
者
を

探
す
の
で
は
な
く
、
こ
れ

ら
全
て
に
つ
い
て
市
指
定

の
事
業
者
と
事
業
協
定
を

結
ぶ
こ
と
で
、
事
業
者
に

よ
る
空
き
家
の
利
活
用
を

促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

公明党
亀山　恭子

空
き
家
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

Ｑ　
昨
年
の
台
風
９
号

に
よ
る
被
害
状
況
が
甚
大

な
た
め
、
埼
玉
県
の
呼
び

か
け
で
浸
水
被
害
の
軽
減

に
向
け
て
河
川
・
下
水
道

事
業
調
整
協
議
会
の
設
立

準
備
会
が
開
催
さ
れ
た

が
、
活
動
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A　
浸
水
被
害
箇
所
の

状
況
や
河
川
、
下
水
道
の

整
備
状
況
を
確
認
し
て
要

因
や
課
題
を
整
理
し
、
対

策
案
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
た
。
今
後
は
河
川
部
局

と
下
水
道
部
局
が
連
携

し
、
具
体
的
な
浸
水
対
策

に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
。 自由民主党 ･

無所属の会
大館　隆行

台
風
９
号
の
そ
の
後
の

対
策
・
対
応
は

Ｑ　
子
ど
も
の
こ
ろ
に

い
じ
め
に
遭
う
と
、
鬱
病

や
対
人
恐
怖
症
な
ど
の
苦

し
み
が
長
く
続
く
と
い

う
。
い
じ
め
は
早
期
発

見
、
対
応
、
解
決
が
重
要

で
あ
り
、
大
切
だ
と
思
う

が
対
策
に
つ
い
て
意
気
込

み
を
伺
い
た
い
。

A　
い
じ
め
は
人
権
の

侵
害
で
あ
り
、
許
さ
れ
な

い
と
い
う
視
点
が
大
切
だ

と
思
う
。
対
症
療
法
的
な

活
動
よ
り
、
日
々
の
教
育

活
動
全
般
に
お
い
て
、
子

ど
も
た
ち
の
状
況
に
応

じ
、
感
性
に
訴
え
る
人
権

教
育
や
行
動
に
結
び
つ
く

道
徳
的
実
践
力
を
育
む
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
い

る
。
学
校
現
場
と
し
っ
か

り
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

至誠自民
クラブ

秋田　孝

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

Ｑ　
予
算
編
成
に
つ
い

て
の
基
本
方
針
、
ま
た
、

新
規
事
業
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
編
成
を
行
っ
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

A　
財
政
状
況
な
ど
を

示
し
、
ど
の
よ
う
な
考
え

方
で
予
算
編
成
に
取
り
組

む
べ
き
か
を
伝
え
る
も
の

や
、
留
意
す
べ
き
事
項
等

に
つ
い
て
記
載
し
た
予
算

編
成
方
針
を
各
部
に
示
し

て
い
る
。
ま
た
新
規
事
業

に
つ
い
て
は
、
実
施
す
る

か
ど
う
か
の
判
断
を
実
施

計
画
調
整
会
議
で
行
い
、

政
策
会
議
で
の
決
定
を
経

て
予
算
に
計
上
し
て
い

る
。

自由民主党 ･
無所属の会
松本　明信

予
算
編
成
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

Ｑ　
子
ど
も
の
権
利

は
、
命
を
得
て
成
長
し
て

い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
も

の
で
、
子
ど
も
施
策
推
進

の
理
念
に
当
た
る
も
の
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

他
市
で
は
権
利
条
例
を
つ

く
り
、
活
発
に
活
動
し
て

い
る
が
、
所
沢
市
で
は
制

定
し
て
い
く
考
え
は
あ
る

の
か
伺
い
た
い
。

A　
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
市
全
体
が
一

体
と
な
っ
て
子
育
て
に
関

す
る
各
種
施
策
を
進
め
て

い
る
。
子
ど
も
の
幸
せ
を
第

一
に
考
え
、
子
ど
も
の
利
益

が
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
る

よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

に
お
い
て
、
健
や
か
な
成

長
、
発
達
の
た
め
に
実
施

す
る
こ
と
も
極
め
て
意
義

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 日本共産党

荒川　広

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
を
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12? 従来の計画降雨を超える豪雨に対し、関係分野の行政機関が役割分担し、住民や民間企業等の参画のもと住宅地や市街地の浸水被
害の軽減を図るために実施する取組を定めた計画で、策定主体は市町村および河川管理者、下水道管理者等となっています。

Ｑ　
世
代
を
超
え
た
交

流
の
場
、
誰
で
も
利
用
で

き
る
た
ま
り
場
な
ど
、
公

共
施
設
を
活
用
し
た
多
目

的
・
多
機
能
な
居
場
所
づ

く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

A　
各
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
情
報
発

信
コ
ー
ナ
ー
を
充
実
さ

せ
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
地

区
情
報
の
発
信
を
行
い
、

地
域
と
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
が
相
互
に
呼
応
す
る

よ
う
に
、
地
域
の
方
か
ら

求
め
ら
れ
る
姿
を
目
指
し

て
変
化
を
見
せ
始
め
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
住

民
の
方
々
の
最
も
身
近
な

心
地
よ
い
居
場
所
と
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
の
機
能
を
高
め
て
い
き

た
い
。

自由民主党 ･
無所属の会
越阪部征衛

Ｑ　
生
活
保
護
世
帯
の

中
学
生
を
対
象
に
行
っ
て

い
る
学
習
支
援
に
つ
い

て
、
準
要
保
護
世
帯
や
高

校
生
ま
で
を
対
象
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A　
世
帯
の
生
活
環
境

の
改
善
に
向
け
た
支
援
を

行
う
な
ど
、
生
活
保
護
支

援
の
一
環
と
し
て
実
施
し

て
い
る
た
め
、
現
在
は
対

象
者
の
変
更
は
考
え
て
い

な
い
が
、
高
校
生
に
つ
い

て
は
、
卒
業
生
に
は
い
つ

で
も
来
て
く
だ
さ
い
と
声

か
け
を
し
て
お
り
、
来
る

こ
と
が
あ
れ
ば
相
談
等
の

支
援
を
行
う
の
は
可
能
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。 日本共産党

小林　澄子

学
習
支
援
事
業
の対

象
者
の
拡
大
を

Ｑ　
放
課
後
児
童
対
策

に
お
け
る
優
先
課
題
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
今

後
の
定
量
的
な
利
用
ニ
ー

ズ
は
ど
の
よ
う
に
想
定
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。A　

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
、
大
規
模
化
・
狭
隘

化
が
顕
著
で
あ
り
、
ま
ず

は
、
供
給
量
の
確
保
が
優

先
さ
れ
る
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
31
年
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
計
画
に
お
い
て
、

２
，
３
７
８
人
の
供
給
量

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
掲
げ
て
い
る
。 未来

谷口　雅典

放
課
後
児
童
対
策
の

早
期
の
全
体
最
適
化
に
つ
い
て

公
共
施
設
に
お
け
る

居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ　
市
民
体
育
館
は
、

施
設
の
充
実
ぶ
り
か
ら
、

今
後
ま
す
ま
す
障
害
者
の

利
用
が
増
え
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
が
、
金
銭
的
な

余
裕
や
活
動
場
所
が
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
運
動
に

対
し
て
消
極
的
だ
と
聞
い

て
い
る
。
こ
う
し
た
方
々

に
運
動
の
機
会
を
提
供
す

る
よ
う
な
施
策
が
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。

A　
平
成
27
年
度
か
ら

使
用
料
減
免
措
置
を
開
始

し
、
車
椅
子
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
な
ど
多
く
の
方
が
利
用

し
て
い
る
。
今
後
は
ゴ
ー

ル
ボ
ー
ル
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
の
利
用
も
決
定
し

て
お
り
、
障
害
の
あ
る
方

が
自
発
的
、
か
つ
積
極
的

に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ

う
施
設
の
充
実
に
努
め
て

い
き
た
い
。

自由民主党 ･
無所属の会
近藤　哲男

市
民
体
育
館
の
障
害
者
へ
の

施
策
に
つ
い
て

Ｑ　
台
風
第
９
号
の
被
害

を
受
け
て
総
務
経
済
常
任

委
員
会
が
昨
年
12
月
定
例

会
で
行
っ
た
「
今
後
の
台

風
等
に
よ
る
豪
雨
対
策
に

関
す
る
提
言
」
の
中
に
、
１

０
０
㎜
／
ｈ
安
心
プ
ラ
ン

?
の
登
録
等
、
国
の
支
援

を
活
用
し
た
被
害
対
策
を

検
討
す
る
よ
う
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

検
討
し
て
い
る
の
か
。

A　
雨
水
流
出
抑
制
施

設
の
設
置
、
内
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
対

策
を
総
合
的
に
講
じ
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
。
ご
指

摘
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は

県
か
ら
制
度
の
説
明
を
受

け
て
以
来
、
協
議
を
行
っ

て
き
た
が
、
今
後
は
、
費

用
対
効
果
の
有
効
性
の
検

証
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

日本共産党
城下　師子

台
風
９
号
に
関
す
る
提
言
を

受
け
て
、
今
後
の
対
策
は

Ｑ　
国
が
策
定
し
た
都

市
農
業
振
興
基
本
計
画
の

中
に
農
作
業
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整

備
と
あ
り
、
市
街
地
で
の

体
験
農
場
の
設
置
が
し
や

す
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。
ニ
ー
ズ
も
あ
る
と
思

う
が
、
市
の
体
験
農
場
の

申
し
込
み
状
況
や
増
設
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

A　
平
成
28
年
度
は
７

農
場
、
総
区
画
数
４
１
３

区
画
に
対
し
て
４
４
７
人

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
平

均
倍
率
は
１
．
０
８
倍
で

あ
っ
た
。
ま
た
増
設
に
つ

い
て
は
本
市
の
推
進
し
て

い
る
農
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
考
え
方
の
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
見
地
か
ら
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

至誠自民
クラブ

杉田　忠彦

農
業
体
験
農
場
の
増
設
を
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Ｑ　
総
務
省
か
ら
延
べ

床
面
積
５
万
平
米
を
超
え

る
倉
庫
の
点
検
に
つ
い
て

の
指
示
が
出
て
い
る
が
、

三
芳
町
の
ア
ス
ク
ル
の
倉

庫
火
災
を
受
け
、
市
で
も

埼
玉
西
部
消
防
組
合
に
特

別
査
察
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
た

い
。A　

２
月
28
日
付
け
の

総
務
省
消
防
庁
か
ら
の
通

知
で
、
倉
庫
の
立
ち
入
り

検
査
及
び
調
査
の
実
施
要

請
が
あ
り
、
埼
玉
西
部
消

防
組
合
に
お
い
て
は
、
組

合
構
成
５
市
管
内
全
域
に

あ
る
床
面
積
９
，
０
０
０

平
米
以
上
の
倉
庫
を
対
象

に
特
別
査
察
を
行
っ
て
い

る
。

日本共産党
矢作いづみ

倉
庫
火
災
に
つ
い
て
の安

全
対
策
を

? Em-Net( 緊急情報ネットワーク )は、国民保護法に基づく警報等の文章を国から地方自治体に通知するネットワークのことを、J-ALERT( 全国瞬時
警報システム )は、国が覚知した緊急情報を国から市町村の同報無線を自動起動させることにより、瞬時に住民に伝達するシステムのことをいいます。

Ｑ　
市
で
も
Ｅ
ｍ
－
Ｎ

ｅ
ｔ
と
Ｊ
－
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

?
で
国
か
ら
市
役
所
に
情

報
が
来
た
と
き
の
た
め
の

訓
練
は
行
っ
て
い
る
が
、

実
際
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が

発
射
さ
れ
た
場
合
、
住
民

に
は
ど
の
よ
う
に
周
知
す

る
の
か
伺
い
た
い
。

A　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が

発
射
さ
れ
た
場
合
、
Ｊ
－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
連
動
し

て
、
防
災
行
政
無
線
が
自

動
起
動
し
、
サ
イ
レ
ン
と

音
声
に
よ
り
屋
内
避
難
を

呼
び
か
け
る
。
ま
た
、
と

こ
ろ
ざ
わ
ほ
っ
と
メ
ー
ル

の
登
録
者
に
も
同
様
の
情

報
を
お
知
ら
せ
し
、
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
は
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、

ま
た
は
緊
急
速
報
メ
ー
ル

が
配
信
さ
れ
る
。

至誠自民
クラブ

桑畠　健也

弾
道
ミ
サ
イ
ル
対
策
にに

つ
い
て

Ｑ　
市
で
は
平
成
29
年

度
に
、
上
山
口
堀
口
天
満

天
神
社
周
辺
の
緑
地
に
つ

い
て
、
里
山
保
全
地
域
の

指
定
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
特
に
田

ん
ぼ
に
つ
い
て
は
、
後
継

者
が
大
き
な
課
題
で
対
策

も
見
え
て
い
な
い
。
田
ん

ぼ
を
残
せ
る
ふ
る
さ
と
継

承
の
仕
組
み
づ
く
り
が
で

き
な
い
か
伺
い
た
い
。

A　
上
山
口
の
田
ん
ぼ

は
市
に
と
っ
て
重
要
な
存

在
だ
と
考
え
て
い
る
。
ど

う
保
全
す
る
か
、
農
業
と

し
て
か
市
民
活
動
と
し
て

か
な
ど
課
題
は
あ
る
が
、

所
有
者
の
意
見
を
踏
ま
え

つ
つ
、
担
い
手
の
育
成
に

つ
い
て
相
談
し
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
策
を
講
じ
て
ふ

る
さ
と
継
承
の
仕
組
み
を

必
ず
つ
く
っ
て
い
く
。 公明党

村上　浩

上
山
口
地
区
ふ
る
さ
と
継
承
の

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ　
公
園
に
ト
イ
レ
を
設

置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声

が
あ
る
が
、
市
内
公
園
へ

の
ト
イ
レ
設
置
条
件
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、

既
に
要
望
書
も
出
て
い
る

和
ケ
原
公
園
へ
の
設
置
に

つ
い
て
は
い
か
が
か
。

A　
既
に
ト
イ
レ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
公
園
で
は
、

夜
間
に
お
け
る
騒
音
や
防

犯
上
の
問
題
、
臭
気
等
の

環
境
面
の
問
題
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
周
辺

住
民
や
自
治
会
の
理
解
と

協
力
を
得
る
こ
と
が
最
も

重
要
な
設
置
の
条
件
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
和
ケ

原
公
園
に
つ
い
て
は
、
要

望
書
を
提
出
し
た
地
元
自

治
会
が
周
辺
住
民
の
了
解

を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
結
果
を
待
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 日本共産党

平井　明美

公
園
に
ト
イ
レ
の
設
置
を
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議 

　
　
活  

動

会
定
例
会
が
な
い
と
き
も
…

こ
こ
で
は
、
定
例
会
の
な
か
っ
た
期
間
に

行
わ
れ
た
、
議
会
や
委
員
会
と
し
て
の
活

動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
知
っ
て

い
ま
し
た
か
？

　
閉
会
中
の･･･

可児市議会、亀岡市議会で、地域課題
解決型キャリア教育支援、高校生議会
などについて視察を行いました。

海老名市立中央図書館の視察を行いま
した。

北区議会、滝沢市議会、函館市議会で、視覚障害者支援システム、議会評価
のあり方、議会活性化検討会議などについての視察を行いました。

10日 議会運営委員会 委員会 ・議会運営に関する事項について

11日
～
12日

広聴広報委員会 視 察

・地域課題解決型キャリア教育支援、議会
報告会について（岐阜県可児市議会）
・高校生議会、子ども議会、わがまちトー
クについて（京都府亀岡市議会）

17日
～
19日

議会運営委員会 視 察

・視覚障害者支援システムについて
　（東京都北区議会）
・議会評価のあり方について、予算特別委
員会について（岩手県滝沢市議会）
・議会活性化検討会議について
　（北海道函館市議会）

21日 健康福祉
常任委員会

政 策
討論会

・子どもの笑顔輝く未来へ
　ー子どもの貧困対策についてー
　（所沢市こどもと福祉の未来館）

23日 広聴広報委員会 委員会 ・市議会だより第181号の校正について

31日 市民文教
常任委員会 視 察 ・海老名市立中央図書館について

　（神奈川県海老名市）

１月
１1-12日��広聴広報委員会視察

31日　市民文教常任委員会視察 17-19日　議会運営委員会視察

委員会の会議録および視察報告は市議会 HP でご覧いただけます。所沢市議会のトップページの「委員会の活動」から「会議録」「視察報告」
をご参照ください。
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２月

Pick up !
２／10・14　市に提言！ 投票率向上／子どもの貧困対策

　総務経済常任委員会、健康福祉常任委員会では、それぞれの委員会が昨年から行ってきた視察
や調査などの取組をもとに、「投票率の向上に関する提言」「子どもの貧困対策に関する提言」
をまとめ、３月定例会で報告しました。
　「投票率の向上に関する提言」には、市内の最低４か所に期日前投票所の設置を検討すること
や、出前講座や模擬選挙等、小、中、高校生に対する選挙や政治への関心を高めるための取り組
みを一層強化すること、また「子どもの貧困対策に関する提言」には、子どもの生活実態を把握
すること、市長部局及び教育委員会が子どもの貧困対策に関連し行っている施策・事業の全容を
明らかにし、周知徹底を図ることなどの内容が盛り込まれました。
　※提言の内容は、左のQRコードか、所沢市議会HP「委員会の活動」から会議録をご参照ください。

2/10
総務経済常任委員会

2/14
健康福祉常任委員会

3日
建設環境
常任委員会

委員会
特定事件「廃棄物の減量・資源の循環につ
いて」
・一般廃棄物最終処分場について

6日 議会運営委員会 委員会 ・議会運営に関する事項について

６日
建設環境
常任委員会

委員会
特定事件「環境保全について」
・�三ケ島二丁目墓地計画に関する請願採択
後の状況について

10日

総務経済
常任委員会

視 察
・�西武所沢店、株式会社ワルツ所沢につい
て（西武所沢店・株式会社ワルツ所沢）

委員会
特定事件「行政経営について」
・期日前投票所について

市民文教
常任委員会

視 察
・民間図書館について（千葉県船橋市）
・浦安市立中央図書館について
　（千葉県浦安市）

14日

議会運営委員会 委員会 ・議会運営に関する事項について

正副委員長
連絡協議会 ?

・各委員会の取り組みについて

健康福祉
常任委員会

委員会
特定事件「子ども支援について」
・子どもの貧困について

広聴広報委員会 委員会 ・市議会だよりについて

船橋市、浦安市立中央図書館で視察を
行いました。

10日��市民文教常任委員会視察

2月10日にまとめた提言を、選挙管理
委員会委員長に手交しました。

14日��総務経済常任委員会

? 正副議長および各委員会の正副委員長が出席し、委員会の取り組みを共有するための会議で、議会基本条例第 15 条に規定されています。2 月
14 日開催分から、他の委員会と同様に傍聴が可能となりました。
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次の定例会は６月９日からの予定です。

緑
の
中
、

薫
る
５
月

の
風
に
誘
わ
れ

て
、
狭
山
丘
陵

に
広
が
る
ト
ト
ロ
の
森
や
狭
山

湖
周
辺
を
歩
き
ま
せ
ん
か
？

き
っ
と
何
か
新
し
い
発
見
が
あ

る
か
も
！ 

（
粕
）

議員たちの･･･

春
◎
西
沢
　
一
郎
　
〇
小
林
　
澄
子

　
荒
川
　
　
広
　
　
島
田
　
一
隆

　
末
吉
美
帆
子
　
　
粕
谷
不
二
夫

　
松
崎
　
智
也
　
　
植
竹
　
成
年

　
石
原
　
　
昂
　
　
荻
野
　
泰
男

　
浅
野
美
恵
子

◎…

委
員
長
　
〇…

副
委
員
長

新

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
当
選

し
、
愛
用
し
て
い
た
急
須
の
蓋
が

あ
る
日
突
然
行
方
不
明
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
非
売
品
な
の

で
、
悲
し
い
で
す
。 

（
荻
）

ペ
ヶ
島
の
梅
林
に
白
い
花
が
咲

き
始
め
る
こ
ろ
、長
か
っ
た

冬
が
終
わ
り
を
告
げ
る
。季
節
は

日
一
日
と
暖
か
く
な
り
、色
と
り

ど
り
の
花
に
囲
ま
れ
る
素
敵
な
季

節
が
や
っ
て
く
る
。 

（
西
）

三広
聴
広
報
委
員
会

本紙は古紙再生紙を使用しています 。
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所沢市議会

－おもな内容－CONTENTS

週６日に及ぶ練習と学業を両
立させ、武術太極拳のジュニ
ア世代で世界の頂点に立った
池内佳奈さん。日本スポーツ
賞では優秀選手表彰もされた
高校生の素顔と、今後の目標
を聞きました。
(9ページ･裏表紙に関連記事)

文も、武も。

◆３月定例会のおもな内容
平成29年度当初予算を審議しました ･･･Ｐ２～7

◆トピックス
６月３日にオープンセミナーを開催します ･･･Ｐ8～9

◆質疑及び一般質問
･･･Ｐ10～13ここが気になる！ 20人が質問

2017. 5.10
Tokorozawa city council

No.182
今回の定例会は、

12月

９月 ６月

３月

　
５
歳
で
武
術
太
極
拳
を
始
め
た
少
女

は
、
順
調
に
実
力
を
伸
ば
し
、
平
成
28

年
に
は
ジ
ュ
ニ
ア
の
世
界
大
会
で
金
メ

ダ
ル
２
つ
、
銀
メ
ダ
ル
１
つ
を
獲
得
し

た
。
将
来
の
目
標
を
し
っ
か
り
と
見
据

え
る
彼
女
は
、
今
日
も
厳
し
い
練
習
に

臨
ん
で
い
る
。

ーー
武
術
太
極
拳
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
厳
し
い
練
習
を
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
辛
い
と
思
う
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

　
武
術
太
極
拳
は
、
型
を
見
せ
る
採
点

競
技
で
、
素
早
い
ジ
ャ
ン
プ
な
ど
も
あ

る
激
し
い
動
き
が
特
徴
で
す
。
私
は
、

決
め
ら
れ
た
型
を
こ
な
し
た
上
で
、
自

分
な
り
の
気
迫
も
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
練
習
は
週
６
回
で
、
平

日
は
学
校
が
終
わ
っ
た
あ
と
２
時
間
半

ぐ
ら
い
、
土
日
は
ほ
ぼ
一
日
中
練
習
し

ま
す
。
ハ
ー
ド
な
練
習
で
す
が
、
や
る

だ
け
上
達
す
る
の
で
本
当
に
楽
し
い
で

す
。

ーー
学
業
と
の
両
立
は
い
か
が
で
す
か
。

　
中
学
２
年
の
と
き
に
練
習
量
を
増
や

し
た
ら
成
績
が
良
く
な
っ
た
の
で
、
両

方
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り

ま
し
た
。
高
校
受
験
の
と
き
は
練
習
の

合
間
に
塾
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
練

習
が
気
分
転
換
に
な
り
、
勉
強
に
も
集

中
で
き
ま
し
た
。
今
は
朝
６
時
に
起
き

て
宿
題
を
し
て
、
学
校
か
ら
帰
っ
た
ら

夕
飯
を
食
べ
て
練
習
に
行
く
っ
て
い
う

毎
日
で
す
。

ーー
息
抜
き
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

　
練
習
の
な
い
金
曜
日
に
、
録
画
し
た

テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
ま
す
。
最
近
は「
逃

げ
恥
」
を
見
て
い
ま
し
た
。
芸
能
人
で

は
、
竹
内
涼
真
さ
ん
が
好
き
で
す
。

　
ま
た
音
楽
で
は
、
試
合
の
時
に
「
ゆ

ず
」
を
聞
き
ま
す
。
気
持
ち
が
上
が
り

ま
す
。

ーー
高
校
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
す
か
。

　
外
国
語
関
係
の
大
学
に
進
学
し
た
い

で
す
。
国
際
大
会
で
外
国
の
選
手
と

交
流
す
る
中
で
、
や
っ
ぱ
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
は
難
し
か
っ
た

で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
英
語
や
中
国
語

を
勉
強
し
た
い
な
っ
て
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
武
術
太
極
拳
で
は
、
高
校
を
卒

業
す
る
と
現
在
の
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
シ
ニ

ア
に
上
が
り
ま
す
が
、
シ
ニ
ア
で
も
国

際
大
会
に
出
た
い
で
す
。
２
０
２
０
年

は
だ
め
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
次
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
も
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く
人たちをご紹介します。第６回目は、武術太極
拳のジュニア強化選手として活躍する所沢市在
住・在学の高校生、池内 佳奈さんにお話を伺
いました。

所沢から輝け！！

Ｑ＆Ａ
聴かせて！

平成 11年９月、所沢市で生まれる。
幼少期より武術太極拳に親しみ、現在、
ジュニアの強化選手として活躍を期待さ
れている。平成 28年にブルガリアで開
催された第 6回世界ジュニア武術選手権
大会では、第 3套路 ( ※ ) の刀術、棍術
で金メダル、長拳で銀メダルを獲得。
※ジュニアの国際大会種目で、難度動作
の入った演武のことをいいます。

―外国の選手と交流する中で、
　　英語や中国語を勉強したいなっていう気持ちが強くなりました―

池内  佳奈
Ｋａｎａ　Ｉｋｅｕｃｈｉ


